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添付資料 7：国別研修報告書 

 



384 
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研修業務完了報告書 
 

１．報告内容 

（１） コース概要 

タイトル：パキスタン国 日本における職業訓練システムと産学連携 

Vocational Training System and Industrial Linkage in Japan 

期  間：2017年 2 月 11日～2017年 2月 15日 

参加人数：1名、Mr. Irfan Qaiser Sheikh（TEVTA Chairperson） 

 

（２） 研修内容 

日本の先導的な技術教育・職業訓練の状況と、カリキュラムの改訂手法及び産学連携状

況についての理解を深めるために、JICA本部と厚生労働省（職業能力開発施設を管理して

いる）への表敬訪問に加え、千葉職業能力開発短期大学校と千葉職業能力開発センター、

トヨタ会館・工場の視察を行った。 

 

（３） 研修コースに関する所見 

別添の各議事録参照 

 

（４） 研修員（招へい員） 

（a） 参加要件：TEVTAの準高官 

（b） 研修参加への意欲・受講態度 

参加者は、日本の先進的技術教育に関心があり、カリキュラムや受講期間、卒業生の就

職率、卒業後に得られる給料、日本での職業訓練の受講者数、指導方法（日本版デュアル

システム等）について関心を寄せていた。 

研修で訪問した施設では多くの質問を行い、TEVTAと日本の人材交流についての提案を

行っていた。視察を通じて、TEVTAと日本の職業訓練の違いを認識し、TEVTAの職業訓練の

システムについて訪問先の関係者に披露する場面も見られたことから、受講態度は積極的

であったといえる。 

 

（５） 研修成果の活用 

（a） 研修で得られた成果について 

職業能力開発施設を視察し、視察先の職員と日本の職業訓練システムや産学連携につい

て話し合うことで、日本の高度な職業技術教育訓練と産学連携（訓練施設と産業界との連

携）についての理解が深まった。また、日本の職業能力開発施設を視察することで、職業

訓練指導員の質を向上させることが、質の高い教育訓練を提供する事につながるとの認識

を改めて深めていただく事ができた。 

トヨタ会館・工場見学を通じて、産業現場における「5S」や「カイゼン」の重要性と、

企業内で行う人材育成の重要性について理解を深めるとともに、実務面では応用だけでな

く基礎を身につけている事が重要になるという認識を深めていただく事ができた。 

 

（b） 成果の活用方法について 

今回の研修を通じて、研修員が日本の職業訓練のシステムと産学連携状況について理解を

深めることが出来たので、今後の本プロジェクトの活動を遂行するにあたり、より円滑に

TEVTA関係者を指導することが出来るようになるとともに、プロジェクト運営に寄与する

ことができるようになる。 

（６） 研修環境 

視察・訪問した場所は整理整頓がなされており、職業訓練分野で重要視されている

5Sやカイゼンが実施されている日本の訓練現場を実際に視察できた。 
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（７） その他特記事項 

（a） 第三国研修の実施変更について 

当初計画されていた第三国研修は、TEVTA側の事情により中止した。 

 

（b） Mr. Irfanの復路の変更について 

当初計画では中部国際空港からバンコクを経由してパキスタンへ帰国する予定

であったが、Mr. Irfanの私用のため、中国に滞在をした後に帰国する事を希望

し、本研修において復路にかかる全ての費用とチケット等の手配を TEVTA側が

負担する事となった。（別添③参照） 

 

（c） 研修予定者の研修参加キャンセルについて 

当初計画では研修員の人数は 2名であり、Mr. Irfanに加えて、Mr. Jawad 

Ahmed Qureshi（Chief Operating Officer）が参加する予定だったが、渡航直

前に氏の都合により、研修がキャンセルとなった。（別添④参照） 

 

（d） 研修員の宿泊先の妥当性について 

本研修の中で来日した研修員の職位はカウンターパート機関の No.1の会長であ

り、実際的には「研修」ではなく「招へい」という対応が相応しいと考えられ、

JICA側と同意の下で、研修員が通常宿泊する東京国際センター（TIC）内にある宿

泊施設ではなく、一般のホテルが手配された。しかし、Mr. Ilfan の申し立てによ

り、氏の自己負担で宿泊先が以下のように変更になった。 

変更前のホテルに研修同行者が宿泊したところ、提供されたホテルが本研修員にと

って妥当であったかということについて疑問を呈していた。 

 

場所 変更前 変更後 

東京 東京グリーンパレス ホテルニューオータニ 

名古屋 ダイワロイネットホテル名古屋駅前 三井ガーデンホテルプレミア 

 

以上 
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添付資料 7-2：第 2 回国別研修報告書 
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研修業務完了報告書 

 

１．報告内容 

（１） コース概要 

タイトル： 日本の技術職業訓練(TVET)システムと産学連携 

Vocational Training System and Industrial Linkage in Japan 

期  間：2017年 11 月 4日～2017年 11月 18日 

参加人数：7名、 

  名前 役職 所属 

1 Mr.Akhtar Abbas Bharwana 
General 

Manager(Operations) 

TEVTA 2 Mr.Muhammad Usman 
District Manager 

Faisalabad 

3 Mr.Aqib Sharif JICA Project Coordinator 

4 Ms.Umber Afzal Chattha Manager(Training) 

5 Mr.Muhammad Tariq Mehmood Principal GCT Railway Road 

6 Dr.Iftikhar Hussain Shah Principal 
GCT Faisalabad 

7 Mr.Noor Asif Noor HoD Mechanical 

 

（２） 研修内容 

（a） 研修全体概念図 

パンジャブ州東部にある GCT校の DAE機械学科で質の高い教育訓練を提供するための制

度的枠組みを強化するために、日本の高度な職業技術教育訓練の理解と日本の高度なもの

づくり人材育成、人材育成に於ける産学連携の 3つの項目に対する理解を、本研修を通じ

て深めてもらう。 

 

（b） 日程表 

日程 時間 訪問先 

11/4 23：45～06：10 ラホール出発→バンコク着 

11/5 8：00～15：50 バンコク→成田着 

11/6 9：00～10：30 ブリーフィング 

11：30～12：30 JICA本部表敬訪問 

14：00～15：30 厚生労働省表敬訪問 

11/7 10：00～16：00 講義：職業訓練(TVET) の運営管理と産学連携 

11/8 9：30～11：30 千葉職業能力開発促進センター 

13：30～15：30 千葉職業能力開発短期大学校 

11/9 10：00～12：00 ㈱ パール技研 

11/10 10：00～12：00 しのはらプレスサービス ㈱ 

11/12  東京→名古屋 

11/13 10：30～13：00 トヨタ会館・工場見学 

15：00～17：00 豊田工業高等専門学校 

11/14 9：30～10：30 トヨタ博物館 
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 名古屋→京都 

11/15 14：00～15：00 西陣織会館 

 京都→東京 

11/16 10：00～16：00 講義：指導員の役割と教材開発 

11/17 10：00～12：30 講習：アクションプラン作成 

13：30～16：00 アクションプラン発表・閉講式 

11/18 12：00～16：30 成田発→バンコク着 

19：50～22：30 バンコク発→ラホール着 

 

 

（c） 研修カリキュラム 

 日本の TVETシステム、企業が行う人材育成への国の支援制度などの理解を深めるため

に、JICA本部と厚生労働省への表敬訪問に加え、千葉職業能力開発短期大学校(ポリテッ

クカレッジ)と千葉職業能力開発センター（ポリテックセンター）、豊田工業高等専門学

校、トヨタ会館・工場の視察を行う。また、日本の TVET指導員の役割について講義を行っ

た。 

 

（３） 研修コースに関する所見 

（a） 講義 

本研修では、各技術短期大学関係者の７名を招へいし、日本の先端的な教育訓練や産業

界での人材育成について理解を深めるために実施された。厚生労働省、千葉職業能力開発

短期大学校、千葉職業能力促進センターにおいて、それぞれの機関、施設においての概要

説明が行われ、また㈱パール技研、しのはらプレスサービス㈱では、施設視察や民間製造

業に於ける人材育成などの説明が行われた。 

 

（b） 討論・実習・演習・発表 

全ての施設で、整理整頓ができていること、実習場の安全対策が整っていること、指導

員の意識の高さや小まめな指導を行っていること、就職指導が組織的に行なわれているこ

と、などなど多くを学ぶことができた。また、就職率が極めて高い成果を得ている背景を

理解し意見交換などが積極的に行われた。 

 

（c） 視察 

視察先は下記の通りである。 

①  11/8 千葉職業能力開発促進センター 

②  11/8 千葉職業能力開発短期大学校 

③  11/9 ㈱パール技研 

④ 11/10 しのはらプレスサービス㈱ 

⑤ 11/13 トヨタ会館・工場見学 

⑥ 11/13 豊田工業高等専門学校 

⑦ 11/14 トヨタ博物館 

⑧ 11/15 西陣織会館 

 

（d） 研修期間・配列・内容 

研修期間中（11月 4日～11月 18日）に訪問、視察した施設は全 8箇所（JICA本部、厚

生労働省、千葉職業能力開発短期大学校、千葉職業能力開発促進センター、トヨタ博物

館、トヨタ会館・工場、豊田工業高等専門学校、西陣織会館）となっており、一日あたり

の訪問数としては適切であったといえる。 
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研修配列は、まず JICA本部で技術協力の全体像を把握し、厚生労働省で日本の職業訓練

の全体像を把握し、その後に職業訓練施設の視察と討議を行い、日本のものづくり先端企

業を視察したことで、日本の優れたものづくり人材育成を体系的に理解することができ

た。また、日本の指導員の役割が多様で重要なことも理解した。 

内容については、視察先にて（千葉職業能力開発短期大学校と千葉職業能力開発センタ

ー）参加者から積極的な質問が投げかけられ、視察先と参加者の間で活発な意見交換をす

る事ができた。また、しのはらプレスサービス株式会社の人材育成は、特に興味深い内容

であった。 

 

（e） テキスト・機材・施設 

本研修中 1講義（11/16）において、テキストを使用した。 

研 修 内 容 テキスト名 

TVET指導員の役割と教材開発 リンク機構学習キット ROBO-HAND 

見学先以外の研修施設は JICA東京を使用し、機材は使用されていない。 

 

（４） 研修員（招へい員） 

（a） 参加要件：TEVTAと GCTの幹部 

（b） 研修参加への意欲・受講態度 

参加者は、日本の先進的技術教育に関心があり、カリキュラムや受講期間、卒業生の就

職率、卒業後に得られる給料、日本での職業訓練の受講者数、指導方法（日本版デュアル

システム等）について関心を寄せていた。 

研修で訪問した施設では、日本の人材育成について多くの質問を行っていた。視察を通

じて、パンジャブ TVETと日本の TVETの違いを認識し、受講態度は積極的であったといえ

る。 

 

（５） 研修成果の活用 

（a） 研修で得られた成果について 

職業能力開発施設を視察し、視察先の職員と日本の職業訓練システムや産学連携につい

て話し合うことで、日本の高度な職業技術教育訓練と産学連携（訓練施設と産業界との連

携）についての理解が深まった。また、職業訓練指導員の質を向上させることが、質の高

い教育訓練を提供する事につながるとの認識を改めて深める事ができた。 

トヨタ会館・工場見学を通じて、産業現場における「5S」や「カイゼン」の重要性と、

企業内で行う人材育成の重要性について理解を深めるとともに、実務面では応用だけでな

く基礎を身につけている事が重要になるという認識を深める事ができた。 

厚労省、TVET施設の視察や民間企業の視察を通して、日本の TVET指導員の役割が多様

で重要なことを理解し、指導員の役割を理解することができた。 

 

（b） 成果の活用方法について  

今回の研修を通じて、研修員が日本の職業訓練のシステムと産学連携状況について理解

を深めることが出来たので、今後の本プロジェクトの活動を遂行するにあたり、より円滑

に関係者へ指導することが出来るようになるとともに、プロジェクト運営に寄与すること

ができるようになる。 

 

（６） 研修環境 

視察・訪問した場所は整理整頓がなされており、生徒や従業員の採用、育成、モチ

ベーション向上の取組、教育カリュキュラムと教材など日本の訓練現場を実際に視

察できた。 
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（７） その他特記事項 

（a） パキスタン大使館表敬訪問について 

パキスタン大使館の Mr. Asad Majeed Khan 大使の招待により、11月 8日(水) 

施設訪問終了後に、大使館に訪問することとなった。当初の予定計画バス帰路

から変更し、パキスタン大使館経由にて、帰路することとなった。 

以上 

２．添付資料 

① 研修詳細計画表（実績版） 

② 議事録（JICA表敬訪問、厚生労働省表敬訪問、千葉職業能力開発促進センター, 

千葉職業能力開発短期際学校、㈱パール技研、しのはらプレスサービス㈱、豊田

工業高等専門学校） 

 

３．研修活動写真 

 

 

11 月 6 日 JICA 表敬訪問 11 月 6 日 厚生労働省表敬訪問 

 

 

11 月 7 日 講義：職業訓練(TVET)の運営管理と産

学連携① 

11 月 7 日 講義：職業訓練(TVET)の運営管理と

産学連携② 

 

 

11 月 8 日 千葉職業能力開発センター訪問 11 月 8 日 千葉職業能力開発センター訪問 
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11 月 8 日 千葉職業能力開発短期大学校訪問 11 月 8 日 千葉職業能力開発短期大学校訪問 

  

11 月 9 日 ㈱パール技研訪問 11 月 10 日 しのはらプレスサービス㈱ 

 

 

11 月 13 日 トヨタ会館・工場見学 11 月 13 日 豊田工業高等専門学校訪問 

 

 

11 月 13 日 豊田工業高等専門学校訪問 11 月 13 日 豊田工業高等専門学校訪問 
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11 月 14 日 トヨタ博物館 11 月 15 日 西陣織会館 

 

 

11 月 16 日 講義：指導員の役割と教材開発① 11 月 16 日 講義：指導員の役割と教材開発② 

 

 

11 月 17 日 アクションプラン発表・評価会 11 月 17 日 アクションプラン発表・評価会 
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添付資料 7-3：第 3 回国別研修報告書
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研修業務完了報告書 
 

４．報告内容 

（８） コース概要 

タイトル：日本における技術職業訓練(TVET)システムと産学連携 

Vocational Training System and Industrial Linkage in Japan 

期  間：2019年 3 月 6日～2019年 3月 13日 

参加人数：7名 

  名前 役職 所属 

1 Mr.Ezaz Haider Manager (Technical) TEVTA 

2 Mr.Muhammad Azhar Senior Instructor 

GCT Faisalabad 

3 Mr.Muhammad Washif Ali Instructor 

4 Mｒ.Muhammad Umair Mirza Instructor 

5 Mr.Muhammad Nouman Siddique Instructor 

6 Mr.Adil Nawaz Instructor 

7 Mr.Ali Anwaar Instructor 

 

（９） 研修内容 

（d） 研修全体概念図 

パンジャブ州東部にある GCT校の DAE機械学科で質の高い教育訓練を提供するための教

官の質向上を目的に、先進的な日本の「TVETシステムの理解」、日本の優れた「ものづく

りと人材育成」、「教官の役割と教材開発等」の 3つの項目に対する理解を、本研修を通じ

て深めてもらう。 

 

（e） 日程表 
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（f） 研修カリキュラム 

 教官の質の向上をねらいとして GCT-FSD 校の教官等を対象に、本邦において我が国の

先進的な技術教育・職業訓練施設等の運営、教官の育成、教材開発手法、日本の優れた「も

のづくりと人材育成」及び産学連携等にかかる認識を高めることである。 

 

（１０） 研修コースに関する所見 

（f） 講義 

本研修では、教官を中心とした７名を招へいし、日本の先端的な教育訓練や産業界での

人材育成について理解を深めるために実施された。ものつくり大学、千葉職業能力開発短

期大学校、千葉職業能力促進センターにおいて、それぞれの機関、施設の概要説明が行わ

れ、また富士電機機器制御㈱、しのはらプレスサービス㈱、㈱久永製作所では、施設視察

や民間製造業に於ける人材育成などの説明が行われた。 

 

（g） 討論・実習・演習・発表 

全ての施設で、整理整頓ができていること、実習場の安全対策が整っていること、指導

員の意識の高さ、几帳面さ、丁寧に指導を行っていること、就職指導が組織的に行なわれ

ていること等の多くを学ぶことができた。また、指導法や指導員の就職率が極めて高い成

果を得ている背景を理解し意見交換などが積極的に行われた。 

 

（h） 視察 

視察先は下記の通りである。 

① 3/7 富士電機機器制御株式会社 

② 3/7 ものつくり大学 

③ 3/8 千葉職業能力開発短期大学校 

④ 3/8 しのはらプレスサービス㈱ 

⑤ 3/11 千葉職業能力開発促進センター 

⑥ 3/11 久永製作所 

 

（i） 研修期間・配列・内容 

研修期間中（3月 6日～3月 13日）に訪問、視察した施設は全 6箇所となっており、一

日あたりの訪問数としては適切であったといえる。 

研修配列は、職業訓練施設の視察と討議を行い、日本のものづくり先端企業を視察した

ことで、日本の優れたものづくり人材育成を体系的に理解することができた。また、日本

の指導員の役割が多様で重要なことも理解した。 

内容については、すべての視察先にて参加者から積極的な質問が投げかけられ、視察先

と参加者の間で活発な意見交換をする事ができた。 

 

（j） テキスト・機材・施設 

本研修中 1講義（3/12）において、テキストを使用した。 

研修 内容 テキスト名 

TVET指導員の役割と教材開発 

リンク機構学習キット 

ROBO-HAND-I 

ROBO-HAND-II 

見学先以外の研修施設は JICA東京を使用し、機材は使用されていない。 
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（１１） 研修員（招へい員） 

（c） 参加要件：TEVTA職員と GCT-FSD教官 

（d） 研修参加への意欲・受講態度 

参加者は、日本の先進的技術教育に関心があり、カリキュラムや受講期間、教官の働き

方、卒業生の就職率、企業とのかかわり方、日本での職業訓練の受講者数、指導方法・教

材について関心を寄せていた。 

研修で訪問した施設では、日本の人材育成や教官の役割について多くの質問を行ってい

た。視察を通じて、パンジャブと日本の TVETの違いを認識し、受講態度は積極的であった

といえる。 

 

（１２） 研修成果の活用 

（c） 研修で得られた成果について 

職業能力開発施設を視察し、視察先の職員と日本の職業訓練システムや産学連携につい

て話し合うことで、日本の高度な職業技術教育訓練と産学連携（訓練施設と産業界との連

携）についての理解が深まった。また、職業訓練指導員の訓練内容が重要であり、質の高

い教育訓練を提供する事につながるとの認識を改めて深める事ができた。 

企業視察を通じて、産業現場における「5S」や「カイゼン」の重要性と、企業内で行う

人材育成の重要性についても理解を深めるとともに、実務面では応用だけでなく基礎を身

につけている事が重要になるという認識を深める事ができた。また、技術面さながらモチ

ベーションの向上が重要であるという認識にも関心を深めていた 

TVET施設の視察や民間企業の視察を通して、日本の TVET指導員の役割が多様で重要な

ことを理解し、指導員の役割を理解することができた。 

 

（d） 成果の活用方法について  

今回の研修を通じて、研修員が日本の職業訓練のシステムと産学連携状況について理解

を深めることが出来たので、今後の本プロジェクトの活動を遂行するにあたり、より円滑

に関係者へ指導することが出来るようになるとともに、プロジェクト運営に寄与すること

ができるようになる。 

本邦研修の効果を確実にするために研修で習得した「教材開発」の知識を活かして自作教

材を作成し、研修終了 3 か月後に GCT 機械学科教官等を集めて自作教材発表会（教材開発

コンクール）の開催を計画している。 

 

 

（１３） 研修環境 

視察・訪問した場所は整理整頓がなされており、生徒や従業員の採用、育成、モチベー

ション向上の取組、教育カリュキュラムと教材など日本の訓練現場を実際に視察できた。 

 

（１４） その他特記事項 

（b） 研修日程の変更について 

当初は 3 月 5 日～12 日で研修を計画していたが、カシミール問題の影響で研修生の出国が遅

れたため、3 月 6 日～13 日に研修期間を変更して実施した 

以上 

５．添付資料 

③ 研修詳細計画表（実績版） 

④ 研修員リスト 

 

 

 



398 

 

６．研修活動写真 

 

 

3 月 7 日 富士電機機器制御（株）見学 3 月 7 日 ものつくり大学 視察① 

 

 

3 月 7 日 ものつくり大学 視察② 3 月 8 日 千葉職業能力開発短期大学校訪問① 

 

 

3 月 8 日 千葉職業能力開発短期大学校訪問② 3 月 8 日 千葉職業能力開発短期大学校訪問③ 
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3 月 8 日 しのはらプレスサービス㈱ 3 月 8 日 しのはらプレスサービス㈱ 

 

 

3 月 8 日 しのはらプレスサービス㈱ 3 月 9 日 講義：ものづくり人材育成 

 

 

3 月 11 日 千葉職業能力開発センター訪問① 3 月 11 日 千葉職業能力開発センター訪問② 
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3 月 11 日 千葉職業能力開発センター訪問③ 3 月 11 日 千葉職業能力開発センター訪問④ 

 

 

3 月 11 日（株）久永製作所① 3 月 11 日（株）久永製作所② 

 

 

3 月 12 日 講義：教材開発① 3 月 12 日 講義：教材開発② 
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3 月 13 日 アクションプラン発表・評価会① 3 月 13 日 アクションプラン発表・評価会② 
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添付資料 7-4：第 4 回国別研修報告書 
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研修業務完了報告書 

 

７．報告内容 

（１５） コース概要 

タイトル：日本における技術教育・職業訓練(TVET)システムと産学連携 

Technical Vocational Education and Training (TVET) System and 

Industrial Linkage in Japan 

 

期  間：2019年 9月 30日～2019年 10月 11日 

 

参加人数：6名 

  名前 役職 所属 

1 Mr. MUHAMMAD Altaf Baluch 
General Manage 

(Procurement) 
TEVTA 

2 Mr.ALAM Muhammad Senior Instructor 

GCT Faisalabad 

3 Mr.TAHIR Muhammad Senior Instructor 

4 Mr.ARSHAD Muhammad Senior Instructor 

5 Mr.HUSSAIN Abid  Lecturer  

6 Mr.TAHIR Saeed Instructor  GCT Railway Road 

 

（１６） 研修内容 

（g） 研修全体概念図 

パンジャブ州東部にある GCT校の DAE機械学科で質の高い教育訓練を提供するための教

官の質向上を目的に、先進的な日本の「TVETシステムの理解」、日本の優れた「ものづく

りと人材育成」、「教官の役割と教材開発等」の 3つの項目に対する理解を、本研修を通じ

て深めてもらう。 
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（h） 日程表 
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（i） 研修カリキュラム 

 教官の質の向上をねらいとして TEVTA幹部及び GCT-FSD校並びに GCT-RR校の教官等を

対象に、本邦において我が国の先進的な技術教育・職業訓練施設等の運営、教官の育成、教

材開発手法、日本の優れた「ものづくりと人材育成」及び産学連携等にかかる認識を高める

ことである。 

 

（１７） 研修コースに関する所見 

（k） 講義 

本研修では、教官を中心とした 6名を招へいし、日本の先端的な教育訓練や産業界での

人材育成について理解を深めるために実施された。ものつくり大学、千葉職業能力開発短

期大学校、千葉職業能力促進センターにおいて、それぞれの機関、施設の概要説明が行わ

れ、またスズキ㈱、浦和治金工業㈱、しのはらプレスサービス㈱、㈱久永製作所では、施

設視察や民間製造業に於ける人材育成などの説明が行われた。 

 

（l） 討論・実習・演習・発表 

全ての施設で、整理整頓ができていること、実習場の安全対策が整っていること、指導

員の意識の高さ、几帳面さ、丁寧に指導を行っていること、就職指導が組織的に行なわれ

ていること等の多くを学ぶことができた。また、効果的な指導方法や学生の就職率が極め

て高い成果を得ている背景を理解し意見交換などが積極的に行われた。 

 

（m） 視察 

視察先は下記の通りである。 

① 10/3 千葉職業能力開発短期大学校 

② 10/3 千葉職業能力開発促進センター 

③ 10/4 スズキ株式会社 湖西工業 

④ 10/7 ものつくり大学 

⑤ 10/7 浦和治金工業株式会社 

⑥ 10/8 しのはらプレスサービス株式会社 

⑦ 10/8 株式会社久永製作所 

 

（n） 研修期間・配列・内容 

研修期間中（9月 30日～10月 11日）に訪問、視察した施設は全 7箇所となっており、

一日あたりの訪問数としては適切であったといえる。 

研修配列は、職業訓練施設の視察と討議を行い、日本のものづくり先端企業を視察した

ことで、日本の優れたものづくり人材育成を体系的に理解することができた。また、日本

の指導員の役割が多様で重要なことも理解した。 
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内容については、すべての視察先にて参加者から積極的な質問が投げかけられ、視察先

と参加者の間で活発な意見交換をする事ができた。 

 

（o） テキスト・機材・施設 

本研修中 1講義（10/9）において、テキストを使用した。 

研修 内容 テキスト名 

指導員の役割と教材開発 

リンク機構学習キット 

ROBO-HAND-I 

ROBO-HAND-II 

見学先以外の研修施設は JICA東京を使用し、機材は使用されていない。 

 

（１８） 研修員（招へい員） 

（e） 参加要件：TEVTA職員と GCT-RR/FSD教官 

（f） 研修参加への意欲・受講態度 

参加者は、日本の先進的技術教育に関心があり、カリキュラムや受講期間、教官の働き

方、卒業生の就職率、企業とのかかわり方、日本での職業訓練の受講者数、指導方法・教

材について関心を寄せていた。 

研修で訪問した施設では、日本の人材育成や教官の役割について多くの質問を行ってい

た。視察を通じて、パキスタンと日本の TVETの違いを認識し、受講態度は積極的であっ

たといえる。 

 

（１９） 研修成果の活用 

（e） 研修で得られた成果について 

職業能力開発施設を視察し、視察先の職員と日本の職業訓練システムや産学連携につい

て話し合うことで、日本の高度な職業技術教育訓練と産学連携（訓練施設と産業界との連

携）についての理解が深まった。また、職業訓練指導員の訓練内容が重要であり、質の高

い教育訓練を提供する事につながるとの認識を改めて深める事ができた。 

企業視察を通じて、産業現場における「5S」や「カイゼン」の重要性と、企業内で行う

人材育成の重要性についても理解を深めるとともに、実務面では応用だけでなく基礎を身

につけている事が重要になるという認識を深める事ができた。また、技術面の指導だけで

なく学生のモチベーションの向上が重要であるという認識にも関心を深めていた 

TVET施設の視察や民間企業の視察を通して、日本の TVET指導員の役割が多様で重要な

ことを理解し、指導員の役割を理解することができた。 

 

（f） 成果の活用方法について  
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今回の研修を通じて、研修員が日本の職業訓練のシステムと産学連携状況について理解

を深めることが出来たので、今後の本プロジェクトの活動を遂行するにあたり、より円滑

に関係者へ指導することが出来るようになるとともに、プロジェクト運営に寄与すること

ができるようになる。 

本邦研修の効果を確実にするために研修で習得した「教材開発」の知識を活かして自作教

材を作成し、研修終了 2 か月後に GCT 機械学科教官等を集めて自作教材発表会（教材開発

コンクール）の開催を計画している。 

 

 

（２０） 研修環境 

視察・訪問した場所は整理整頓がなされており、学生や従業員の採用、育成、モチベー

ション向上の取組、教育カリュキュラムと教材など日本の訓練現場を実際に視察できた。 

 

（２１） その他特記事項 

（c） パキスタンでのオリエンテーションとフォローアップについて 

 研修効果を確実にして研修で学んだことを実務に活かすことを目的として、出発前に下り円

よーションを実施した。また、帰国後にフォローアップを実施する予定である。 

   9 月 4 日 オリエンテーション（研修のねらいと日本文化理解） 

   9 月 7 日 オリエンテーション（日本における人材育成の概要） 

 11 月 18 日 フォローアップ（研修の補足説明） 

 12 月 23 日 フォローアップ（GCT-FSD 校で研修報告会、教材開発の中間発表） 

以上 

８．添付資料 

⑤ 研修詳細計画書（実績版） 

⑥ 研修員リスト 

 

９．研修活動写真 
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10 月 1 日 講義  

社会構造の変化に対する人材育成の計画策定 

10 月 2 日 講義  

日本の TVE システムと人材育① 

  

10 月 2 日 講義  

日本の TVE システムと人材育② 

10 月 3 日  

千葉職業能力開発短期大学校訪問① 

  

10 月 3 日  

千葉職業能力開発短期大学校訪問② 

10 月 3 日  

千葉職業能力開発促進センター訪問① 
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10 月 3 日  

千葉職業能力開発促進センター訪問② 

10 月 3 日  

千葉職業能力開発促進センター訪問③ 

  

10 月 4 日  

スズキ株式会社 湖西工業/スズキ歴史館 

10 月 7 日  

ものつくり大学① 

  

10 月 7 日  

ものつくり大学② 

10 月 7 日  

ものつくり大学③ 
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10 月 7 日  

浦和治金工業株式会社 

10 月 8 日  

しのはらプレスサービス株式会社① 

  

10 月 8 日  

しのはらプレスサービス株式会社② 

10 月 8 日  

久永製作所株式会社 

  

10 月 9 日 講義 

指導員の役割と教材開発① 

10 月 9 日 講義 

指導員の役割と教材開発② 
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10 月 10 日 アクションプラン発表・評価会① 10 月 10 日 アクションプラン発表・評価会② 
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添付資料 8：合同調整委員会議事録等 
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添付資料 8-1：キックオフ会議 
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2016 年 3 月 2 日 
 

パキスタン国パンジャブ州技術短期大学工業系ディプロマ機械学科強化プロジェクト 

キックオフ会議議事録 

 

1．日時、場所：2016 年 3 月 2 日（火）10:20～14:30、TEVTA 

2．出席者：TEVTA COO Jawad Ahmad Qureshi 氏、GM/Ops Hamid Ghani 氏、 

ICAj Aqib Sharif 氏 DGM/Placement Uzma Nadia 氏 Consultant/HR Syed Abtaslam 氏 

   GCT RR 校長 Arif Ali Nadeem 氏、GCT ファイサラバード校長 Muhammad Ali 氏 

   JICA 東城所長、Nazia 氏 

プロジェクト 柿栖総括、佐々木副総括、露木、加藤（記） 

3．内容： 

(1) Aqib 氏と打ち合わせ（Aqib 氏、途中から東城所長、Nazia 氏、プロジェクトメンバー4

名） 

 ・TEVA、GCT RR、GCT FA の 3 か所に事務所を用意した。 

 ・GCT RR には産学連携の専門の職員がいる。 

 ・休みは土日、夏休みは 6 月～8 月の 3 か月間である。 

 ・JCC のメンバーは以下のとおりと想定している。 

   TEVTA のチェアマン、TEVTA のプロジェクトメンバー、GCT RR、GCT FA の校

長、産業セクター代表、ラホールの商工会議所、ファイサラバードの商工会議所 

 ・（プロジェクト）3 月 3 日 8:45 から GCT RR 校で執務する。9 日に GCT FA に行きた

い。16 日に JCC をセットしたい。 

(2) キックオフミーティング（12:20～12:50） 

 東城：現状のカリキュラムの検証と改善が主な目的であり、現在持っている財産を使う

ことが大切。 

 COO：TEVTA にプライオリティを与えてくれて感謝する。前プロジェクトは大きな貢

献をした。協力を惜しまないので必要があれば言ってほしい。少なくとも自分の仕事の

40％は本件に当てる。 

機械科に限らず成果を展開したい。 

 GM：建築科の方が女性が多い。 

 柿栖：専門家は全力を尽くしていく。皆さんがプロジェクトに精通しているので心強

い。皆さんの専門性が生かされるプロジェクトとしたい。 

 COO：明日（3 月 3 日）の夕食を招待したい。 

（東城所長、Nazia 氏、COO 退席） 

 プロジェクト：プロジェクト概要説明 

 TEVTA：準備があるので、何かあるときは 1 週間前に通知してほしい。 

 TEVTA：国レベルの決定には 6 カ月ほどの時間が必要である。 

 GCT RR：GCT RR には 5 人の Master Trainer が残っている。 

 TEVTA：CNC は 1 校に 1 台あればなんとかなる。カリキュラムに適合した機材が必要

である。 

 ・Master Trainer と Sub Master Trainer の違いにつき、プロジェクトから質問。Master 

Trainer は JICA 専門家ら直接指導を受けた者で、Sub Master Trainer は Master Trainer か

ら指導を受けた者である。Master Trainer だけが ToT を実施できる。 

 ・「Subject Time Number」の表について、プロジェクトから質問。TEVTA 側も意味が分

からなかった。 

 ・TEVTA 側から、本邦・第三国研修について質問があり、プロジェクト側から回答し

た。 

以上 
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添付資料 8-2：13 校校長会議 
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2016 年 3 月 10 日 

 

パキスタン国パンジャブ州技術短期大学工業系ディプロマ機械学科強化プロジェクト 

校長会議 

 

1．日時、場所：2016 年 3 月 10 日（水）11:20～13:30、TEVTA 

2．出席者：TEVTA  GM/Ops Hamid Ghani 氏（途中から）、カリキュラム担当 GM、 

Dr. Syed Iftikhar Hussain Shar R&D 担当、Aqib 氏他（出席者名簿参

照） 

      GCT 校長 12 名～13 名 

プロジェクト 柿栖総括、佐々木副総括、露木、加藤（記）、Usman Tufail 

3．内容： 

(1) プロジェクトの校長向け説明会（進行 Aqib 氏） 

 ・説明会開催の趣旨説明（Aqib 氏） 

 ・プロジェクト概要説明（柿栖総括） 

 ・プロジェクト説明資料説明（佐々木副総括、加藤、露木） 

 ・Baseline 調査、Training Needs Assessment、Industrial Linkage 調査の依頼 

  締め切り：3 月 25 日、後二者は GCT RR 校、ファイサラバード校は 40～50 社、他は

10～15 社 

(2) 校長からの主な発言 

 ・カリキュラムが同じである以上、機材については 13 校すべて同じものを設置すべきで

ある。 

 ・カリキュラム改訂をまた行うのか。前プロジェクトでのカリキュラム改訂に見合った

機材もないところで、またカリキュラムの改訂（強化）が行われては困る。 

 ・Baseline 調査は校長の任務だと理解するが、Training Needs Assessment、Industrial 

Linkage 調査は調査部門（R&D 担当）の仕事ではないのか。 

 ⇒調査については、Aqib 氏を通して調整しながら締め切りを若干緩和しつつ全 GCT に

実施してもらえるよう進める。 

(3) その他 

 ・予定していた、セクター区割りの決定については調査の依頼に手間取って話に入れな

かった。今後、Aqib 氏を通して検討していく予定である。 

 

出席者名簿 

1. Advisor (Procurement), TEVTA. 

2. General Manager (Academics), TEVTA. 

3. Deputy General Manager (Admn.). 

4. Director (R&D), TEVTA 

5. Project Coordinator, TEVTA. 

6. Principal, Govt. College of Technology, Railway Road, Lahore 

7. Principal, Govt. College of Technology, Faisalabad 

8. Principal, Govt. Staff Training College, Faisalabad 

9. Principal, Govt. College of Technology, Gujranwala 

10. Principal, Govt. Swedish Pakistani College of Technology, Gujrat 

11. Principal, Govt. College of Technology, Jhelum 

12. Principal, Govt. College of Technology, Layyah 

 

以上 
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2016 年 3 月 17 日 

 

パキスタン国パンジャブ州技術短期大学工業系ディプロマ機械学科強化プロジェクト 

 

1．日時、場所：2016 年 3 月 17 日（木）TEVTA、GCT RR 校 

2．出席者：TEVTA Chairman Irfan Qaiser Sheikh 氏、COO Jawad Ahmad Qureshi 氏、

GM/Ops Hamid Ghani 氏、JICA Pj コーディネーターAqib 氏、他 

     JICA パキスタン事務所：高城次長、小笠原所員、Sardar Tahir 安全アドバイザ

ー 

プロジェクト 柿栖総括、佐々木副総括、露木、加藤（記） 

3．内容： 

(1) TEVTA Irfan Qaiser Sheikh Chairman（柿栖） 

 ・Aqib 氏の案内で柿栖総括が TEVTA の Chairman に着任の挨拶。 

 ・自動車産業はパキスタンで最も成長している産業であり、最も重視している。繊維産

魚は最も大きな産業であり、これも重要である。 

 ・パンジャブ州にはラホール、ファイサラバードを含め 4 つの工業都市がありこれが中

心となる。 

 ・パンジャブ州では Chief Minister が Vocational Training を 2018 年までに 200 万人行う計

画を立て、その中で TEVTA は 55 万人が割り当てられた。当プロジェクトにもこの計

画の実現に貢献してほしい。とにかく早く成果を出して欲しい。5 カ月以内に何らか

Chief Minister に報告しうる具体的な成果が欲しい。そのために必要な機材の購入が

JICA の手続きでは遅くなるのであれば、州側で支出するにやぶさかでない。 

  ※パキスタンでは新学期が 9 月に始まるので、5 カ月というのは新学期が始まる前ま

でに何らかの Chief Minister に報告できる材料が欲しいということだと思われる。 

 ・Master Trainer の育成は非常に意義深いのでとにかく早くやって欲しい。 

 ・プロジェクトは、TEVTA の事情は分かったので、プロジェクトのスコープや制約の中

でできる限りの努力はする旨表明した。 

 ・JCC を 4 月上旬に行いたい旨を Chairman に述べた。 

(2) GCT RR 校 Aqeel 機械学科長と打ち合わせ（佐々木） 

 ・16 教科の Master Trainer 名簿が Aqeel 学科長から手渡された。 

(3) 安全協議会出席（柿栖、佐々木、露木、加藤） Residency ホテルにて 

  

今後の予定 

3 月 20 日 露木専門家、加藤専門家がラホール出発 

3 月 23 日 本谷専門家が日本出発 

4 月 4 日 柿栖総括、佐々木副総括が GCT ファイサラバード訪問 

4 月 5、6、7 日のいずれか JCC 

以上 
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MEMORANDUM OF MEETING REGARDING JOINT COORDINATION COMMITTEE 

 

Subject: -        JOINT COORDINATION COMMITTEE (JCC) 

 

1. A meeting held on the subject cited above: 

   Venue:     TEVTA, Lahore. 

   Date:     April 06, 2016. 

   Time:      4 P.M. 

    Agenda:    Approval of Annual work plan 2016 (JICA Project). 

      

2.  The following delegation from JICA was present there:- 

1. Mr. MOTOO TAKI Senior Representative 

2. Mr. AKIRA ODA Representative 

3. 
Mr. NOBORU 

KAKISU 
Chief Advisor 

4. Mr. OSAMU SASAKI Deputy Chief Advisor / Curriculum Revision 

 

3.  The following delegation from TEVTA was present there:- 

1. Mr. IRFAN QAISER 

SHEIKH 
Chairperson 

2. 
Mr. JAWAD AHMAD 

QURESHI 
Chief operating officer 

3. 
Mr. COL. (R) HAMID 

GHANI ANJUM 
Advisor (Procurement) 

4. Mr. AZHAR IQBAL SHAD General Manager 

5. Engr. Mr. AQIB SHARIF Project Coordinator 

6. 
Col. (R) MAQSOOD 

AHMAD 
Deputy General Manager Administration 

7. 
Mr. FAHEEM-UR-

REHMAN SEHGAL 

Member, Lahore Chamber of Commerce and 

Industry 

8. Mr. WAQAS ASLAM 
CHIEF (INDUSTRIES) Planning and 

Development Department , Govt. of Punjab 
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9. 
Engr. Mr. SUHAIL BIN 

RASHEED 

Member, Faisalabad Lahore Chamber of 

Commerce and Industry, President Board of 

management 

10. Mr. REHAN RIAZ 

Member, Pakistan Association of Automotive 

Parts and Accessories Manufacturers 

(PAAPAM) 

11. 
Mr. MUSTAFA KAMAL 

PASHA 
Consultant (HR) 

12. 
Engr. Mr. ARIF ALI 

NADEEM 
Principle of GCT Railway Road 

13. 
Engr. Mr. MUHAMMAD 

ALI 
Principle of GCT Faisalabad 

14. Mr. NOOR ASIF NOOR H.O.D Mechanical GCT Faisalabad 

 

 

Discussion: 

4.  Chairperson TEVTA welcomed the participants of the meeting. He appreciated 

the effort of JICA for Establishing Centre of Excellence at GCT Railway Road 

Lahore. He also thanked JICA for developing GCT Faisalabad as Centre of 

Excellence in the current JICA project and requested to complete as soon as 

possible.  

5. He explained that this Project will support Auto section after training of teachers 

and students. He also assured that TEVTA is ready to purchase some important and 

necessary equipment. Also he thanked for starting of Training of Trainers of 13 

GCTs. 

6. He explained that under this Project number of trainers will increase and it will 

support the vision of Chief Minister to train 20 million trainees.  

7. He further explained that vocational training is the key of success. 

8. He also stated that more than 60% of the population is youth and by offering new 

courses and training we can make it useful. 

9. He again thanked JICA for supporting the youth of Pakistan by providing 640 

million JPY for training and equipment. 

10.  In the end he thanked all participants and stated that today’s session is historic 

for TEVTA. 

 11. Mr. MOTOO TAKI Senior Representative of JICA Islamabad office thanked 

Chairperson for inviting for Joint Coordination Committee (JCC). 

12. He explained that the purpose of Joint Coordination Committee (JCC) is to approve 

Annual Work Plan, 2016 for the JICA Project. 

13. He explained the importance of technical education for development and stated that 

technical education was stated developed in JAPAN in 1960.  
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14. The members of Joint Coordination Committee (JCC), such as Mr. SOHAIL 

Faisalabad Chamber of Commerce and Industry, Mr. FAHEEM-UR-

REHMANSEGAL Lahore Chamber of Commerce and Industry, Mr. REHAN RAIZ 

Pakistan Association of Automotive Part and Accessories Manufactures 

(PAAPAM), and Industrial department, Planning and Development department also 

appreciated the efforts of JICA Project team and assured their support. 

15. Mr. KAKISU presented a brief of Annual Action Plan 2016.  

16. The second part of the plan was briefed by Mr. HAMID GHANI Advisor 

Procurement. 

  Decision: 

17. All the participants were agreed with the Annual Action Plan 2016. 

18. In the end singing ceremony for the Action Plan 2016 took place.  

 Following signed the Action Plan 2016. 
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ファイサラバード企業訪問 

（2016 年 4 月 4 日） 

ファイサラバード繊維機械工場の視察 

（2016 年 4 月 4 日） 

  

第 1 回 JCC 会議 （2016 年 4 月 6 日） 中川一等書記官視察（2016 年 4 月 20 日） 

  

GCT RR の会議室における意見交換 GCT RR 校講堂でインターンシップガイダンス 

 

 

Avari Hotel での開会式典 Master Training (MT) の参加者 
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専門家による非破壊検査器の MT FSD 市内 KLASH 社の繊維工場を視察 

 
 

TEVTA にて行われた W/G ミーティング マスタートレーニング開講式 

  

マスタートレーニング個別指導の様子① 

（Hydraulics and Hydraulic machine） 

マスタートレーニング個別指導の様子② 

（Common Subject） 

  

マスタートレーニング個別指導の様子④ 

（製図） 
ToT（材料試験） 
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ToT（Auto CAD） GCT FSD（Women）視察 

  

RR 校指導員と共に実技訓練の視察 第 1 回国別研修 JICA 表敬訪問 

  

第 1 回国別研修 厚生労働省表敬訪問 第 2 回 JCC 

  

Technology Links(機材調達業者)と打合せ 
Water and Power Development Authority 

(WAPDA) Faisalabad の見学 
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機材調達に関する話し合い（FSD 校） MT/ToT 計画に関する話合い（FSD 校） 

  

第 4 回 W/G 企業訪問 (Atlas Honda Limited ) 

  

現地モニタリング業務 
機材納入業者との搬入・据え付け・初期動作

確認等の打ち合わせ 

  

指導員、納入業者を交えての検収作業風景 第 3 回 JCC① 
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第 3 回 JCC② JICA 本部事務職員 GCT FSD 校視察 

  

キャリアデー・ハンディングオーバーセレモニー① キャリアデー・ハンディングオーバーセレモニー② 

  

JICA パキスタン事務所職員との打合せ CNC 機材検査 

  

TEVTA 就職支援担当者との打ち合わせ TEVTA コーディネーターとの打ち合わせ 
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GCT RR 校校長との打ち合わせ GCT FSD 校校長との打ち合わせ 

  

各校 GCT 指導との集合写真 GCT FSD 校視察 

 

 

GCT FSD 校でのキャリアデー GCT RR 校での JICA 視察 

 

 

GCT RR 校での機材 W/G との打ち合わせ 
 

GCT RR 校の JPO（Job Placement Office） 
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GCT RR 校にて JPO 関係者との打ち合わせ GCT FSD 校にて IPO と AIPO との打ち合わせ 

 

 

GCT RR 校での卒業制作コンクール訪問① GCT RR 校での卒業制作コンクール訪問② 

  

GCT FSD 校 JPO 看板① GCT FSD 校 看板② 

 

 

第 4 回 JCC① 第 4 回 JCC② 
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GCT RR 校キャリアデー ① GCT RR 校キャリアデー② 

 

 

GCT RR 校 IPO との打ち合わせ① 機材維持管理マニュアル作成委員会 

 

 

GCT Gujrawalat 校関係者との打合せ GCT Gujrawalat 校でのキャリアデー視察 

 

 

Don Bosco Technical & Youth Center との打ち合わせ GCT RR 校機材計画 W/G との作業 
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第 3 回 国別研修渡航前オリエンテーション GCT FSD 校にて IPO と DIPO との打ち合わせ 

 

 

機材管理マニュアル作成委員会の打合せ マスタートレーニング（MT）（企業訪問） 

 

 

マスタートレーニング指導の様子① マスタートレーニング指導の様子② 

 

 

マスタートレーニング指導の様子③ 第 3 回 国別研修フォローアップ 
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企業訪問（IIKAN） 企業訪問（Atlas Honda） 

 

 

第 3 回機材管理マニュアル委員会 第 4 回機材管理マニュアル委員会 

 

 

トレーニングの風景 業務モニタリング（GCT FSD 校 JPO にて） 

 

 

国別研修成果報告会及び教材開発中間発表会の

様子 
GCT FSD 校での IPO との打ち合わせ 
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「教官による模範訓練の計画立案・遂行」の風景① 「教官による模範訓練の計画立案・遂行」の風景② 

 

 

「教官による模範訓練の計画立案・遂行」の風景③ 「教官による模範訓練の計画立案・遂行」の風景④ 

 

 

MT/TOT の風景① MT/TOT の風景② 

 

 

MT/TOT の風景③ ワーキンググループ会議の様子(2019/7/9）① 
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ワーキンググループ会議の様子(2019/7/9）② 機材管理マニュアル作成に関する打合せ 

 

 

NAVTTC との会議 MT/TOT の説明会 

 

 

MT の風景① MT の風景② 

 

 

TOT の風景① TOT の風景② 
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IPO との打ち合わせ（GCT-FSD） 第 5 回 JCC① 

 

 

第 5 回 JCC② 第 5 回 JCC③ 

 

 

GCT RR 校視察① GCT RR 校視察② 

 

 

GCT FSD 校視察① GCT FSD 校視察② 
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Admission Ceremony at GCT RR① Admission Ceremony at GCT RR② 

 

 

第 4 回 国別研修オリエンテーション NAVTTC 表敬と打合せ 

  

GCT RR 校でのキャリアデー① GCT RR 校でのキャリアデー② 

 

 

GCT RR 校でのキャリアデー③ GCT RR 校でのキャリアデー④ 
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第 4 回 国別研修 マスタートレーニング参加者との打合わせ 

 

 

機材管理マニュアル作成委員会の打合せ 業務モニタリング① 

 
 

業務モニタリング② 業務モニタリング③ 

 

 

MT＆ToT の風景① MT＆ToT の風景② 
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MT＆ToT の風景③ Closing Ceremony の風景① 

 

 

Closing Ceremony の風景② Closing Ceremony の地元新聞記事 

 
 

第 6 回 JCC 機材管理マニュアル説明会 
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